
宮
本

上
岡 氏

名

祖

当

地

区

改
退

はれは

次・「こ
UJ ゜--

予小
畑
井
＼

汁
生
、
追
野
尾

（
児

員

・大
津野野緻

ヽ臣 ')ll

只‘

野三
ぬ尾 和
木‘
順

犀
敷

中
野

あ
な
た
は
基
本

録

さ

れ

て

い

ま

す

？

基

本

選

挙

人

名

の

登

録

も

れ

の

方
、
又
は
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
三

十
八
年
一
月
六

H
o
J
闊
に
満
二
十
才

と
な
る
方
は
、
補
充
選
挙
人
名
噂
に

登
録
し
な
く
て
は
、
来
る
愛
媛
県
知

，
．
，
 

ま
せ
ん
u

叫
三
十
八
年

に
お
け
る
袖

甲
請
助
闊
は

左

記

の

に

該

当

さ

れ

る

方
は
、
必
ず
期
閲
白
に
、
本
人
が
中

し

て

ド

さ

い

。

闊

閲

円

に

の

(
8
吃
一
月
六
日

二
目
で
す
）

3
 

日
本
国
民
で
あ
っ
て
年
令
満

二
十
年
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と

（
叫
和
十
八
平
一
月
六
日
以
則

の
比
王
者
で
あ
る
こ
と
）

2

叫
判
二
十
八
年
一
月
五
日
視

在
で
引
揺
さ
三
ヵ
月
以
米
肱
川

明
に
住
町
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
（
叫
和
三
十
七
年
十
月

五

H
以
刷
か
ら
細
試
し
て
肱
川

町
に
庄
切
を
有
し
て
い
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
）

薄
に
至

燕
い
も
3
は

ま
せ
ん

U

し
て
あ
り

，
る
こ
と
が
出
米

は

部

に

渡

贔

-Iム

閏
員
甘
封
出
．
補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
叶
甘
．
．
｝

肱

』9

昭和37平 1

光

JI I 

総

エ
ン
ザ

行
性
碑

に
か
か
っ
て
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
手
当
を
す
る
よ
り
も
、
あ
ら
か
じ

め
予
防
に
つ
と
め
る
方
が
、
労
力
ゃ

経
費
等
3
点
で
は
る
か
に
有
札
で
す

「
予
防
は
治
療
に
ま
さ
る
」
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注

怠
す
る
こ
と
が
笛
大
切
で
す
。

常
に
体
を
陣
康
に
株
っ
て
お
く
こ

と
。
過
労
や
不
摂
生
を
さ
け
十
分
な

休
養
を
と
り
、
栄
養
に
注
意
し
、
不

断
か
ら
皮
膚
を
鍛
練
し
て
体
の
抵
抗

力
を
強
め
て
お
く
こ
と
。
彼
服
や
探

暖
に
十
分
注
息
す
る
こ
と

此
の
病
面
の
出
入
目
は
目
や
犀
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
飛
ポ
恙
染

を
防
ぐ
に
め
に
ウ
ガ
イ
や
マ
ス
ク
の

使
用
を
励
行
す
る
こ
と
。
特
に
外
か

ら
帰
っ
た
時
は
必
ず
ウ
ガ
イ
を
す
る

こ
と
。
患
者
は
必
ず
マ
ス
ク
を
か
け

他
人
の
近
く
で
は
ク
シ
ャ
ミ
、
セ
キ

ッ
バ
、
ク
ン
を
し
な
い
よ
う
に
し
、

タ
オ
ル
、
度
器
共
の
他
他
人
と
共
用

し
な
い
こ
と

U

不
幸
に
し
て
イ
ン
フ
ル
ニ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
時
は
、
出
来
る
た
け
早
く

医
帥
の
診
祭
を
受
け
床
に
つ
い
て
呼

か
に
療
餐
し
て
下
さ
い
。
安
静
は
病

気
を
軽
く
す
ま
せ
る
の
に
役
立
つ
だ

け
で
な
く
、
他
人
に
柄
気
を
伝
染
さ

せ
な
い
た
め
に
も
大
切
で
す
。

柄
室
は
別
室
か
別
室
が
な
い
時
は

屏
風
、
カ
ー
テ
ン
等
で
腿
康
者
と
隔

て
る
こ
と
。
患
者
の
ッ
パ
、
タ
ン
、

鼻
汁
等
で
汚
れ
た
紙
や
布
は
焼
す
て

る
こ
と
、
患
者
が
用
い
た
タ
オ
ル
、

食
器
類
は
煮
沸
す
る
か
又
は
熱
湯
に

浸
し
ま
す
。
病
室
は
常
に
消
潔
に
し

空
気
の
流
逍
や
日
当
り
の
よ
い
よ
う

衣
類
は
し
ば
し
ば

イ
ン
フ
ル

‘ 

富束 岡
氷

畦
田
恵

艮
チ一

さ
ん
に
雁
か
め
て
も
ら

っ
て
い
る

3

で
多
少
の
移
即
が
あ
る

と
山
心
い
ま
す
が
、
も
し
畝
当
者
で
、

一
月
八

H
過
ざ
て
も
案
内
状
が
届
か

な
い
ガ
は
、
記
念
品
菩
の
半
輝
の
部

合
が
あ
り
ま
す
3

で
、
全
急
教
育
一
矢

員
去
へ
連
給
し
て
ド
さ
い
。

成
人
に
な
ら
れ
る
力
は
成
人
式
に

は
全
員
も
れ
な
く
師
出
席
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
3

記
念
講
演
は
、
中

央
児
童
柑
談
団
長
、
桜
井
武
．

に
討
輯
い
し
て
お
り
ま
す
。
'

は
次
の
皿
り
で

才
十
五
回
成
人
式
は
例
年

5

皿
り

一
月
十
五
日
、
脳
川
町
役
易
嘩
上
で

行
い
ま
す
。

該
当
者
は
、
咀
和
卜
七
年
生
ま
れ

の
力

t‘

庄
民
薄
で
調
ぺ
た
と
こ
る

で
は
、
現
在
、
労
三
十
五
名
、
女
叫

十
三
名
、
訂
七
十
八
名
と
な
っ
て
お

り
ま

の
成

日
光
洞
毒
を
し
常
に
乾
珠
さ
せ
て
下

さ
い
。マ

ス
ク
に
つ
い
て

仙
人
3

セ
キ
や
ク
シ
ャ
｀
ヽ
ヽ
で
、
は

き
出
さ
れ
る
飛
沐
を
防
ぐ
た
め
に
、

又
患
者
に
按
す
'0

と
き
、
群

3

な

の
季
節
で

昭
和
―
二
十
八
年

富
氷

椎

野

凱

子

長
出
ト
シ
子

井

上

久

義

浅

川

利

男

山
下
五
白
子

林

ィ

ッ

ミ

石
涸
利
恵
子

磯
貝

H
F
 

L
i
 

膝久山柴稲丸膝
隊岡内山出山中

中
店

堀
井

丘
山

＿
一
宮

山
内

和
気

房
労

小堀松石木
川山家•F 
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光
正

昭
チ

伸
子武

伸
子

紺
子洞猛

京
子

弥
生

由
芙

追
牧

嘉
光

鉾
岩

楠

木
宮

田

敏

恵

且
ー
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芸

先

日

は

国

神

仕

へ

の

献
納
に
つ
い
て
師
依
頼
申
し

し
た
と
こ
る
、
多
数
師
協
力
を
浪
き

三
四
、
五
キ
ロ
の
多
く
を
献
納
し
て

い
た
た
き
ま
し
た
。
早
迷
奉
納
い
た

し

し

た

の

で

、

i

央
霊
も
さ
そ
か
し

郷
里
の
稔
り
豊
か
な
沓
り
に
接
し
掛

ん
で
届
ら
れ
る
こ
と
と
仔
じ
ま
す
。

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

御
多
忙
中
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
班
長
各
位
に
紙
上
を
借
り
て
暉

礼・出
r

ご
一
だ
ま
丁
゜

肱
川

渡
辺

お

呻

米

岩
山-1-
禍
利

国
利

操
子

郎
子

忠
夫

し＼

加

岡

栄弘
—;f チ

輝
恵潔

桜

田

初

子

二
宮
恵

坂中安
岡）11

か
に
入
令
と

く
る
と
き
、
は
こ
り
の
は
な
は
だ
し

い
と
き
は
泊
潔
な
マ
ス
ク
を
か
け
る

こ
と
。
た
だ
し
小
さ
な
飛
沫
は
マ
ス

ク
で
も
防
ぐ
こ
と
は
出
米
ま
せ
ん
か

ら

、

マ

ス

ク

の

を

地

信

し

て

は

な
り
ま
せ
ん

3

鹿
野
川
地
区
内
に
お
い
て
結
成
し

て
い
る
白
鵡
芸
（
芸
長
亀
山
ト
ク
十

氏
）
は
例
年
の
辿
り
発
表
武
を
、
去

る
ト
ニ
月
一
言
日
新
生
館
に
於
て
罪
い

た
。
会
は
盛
会
裡
に
終
り
ま
し
た
。

会
で
は
そ
の
利
益
金
の
全
部
を
芸
3

趣
旨
（
歳
木
た
す
け
あ
い
埠
勁
）

3

辿
り
愛
媛
ま
ご
こ
る
銀
行
肱
川
支
店

ヘ
奇
託
し
た
。
白
鴫
芸
3

貞
焉
な
令

心
が
け
に
町
当
局
も
賂
謝
し
て
い
る
，

白

芸
利
益
金

ご
こ
ろ
銀

寄

第

一

号

和

田

勝

和

山

肌

芙

・丸合
i
.

9
,
1

會

9

9

ー
．
＇



し要

会
の
連
常
は
、

に
当
る

3

運
営
主
体

i', ・， 

連
営
失
員
会
が
こ
れ

肱
川
町
、
肱
川
町
公
民
館
、
肱
川
町

農
林
莱
振
興
協
議
会

実

股
林
染
の

溝
造
改
吾
は

オ
ニ
次
村
つ

く
り
辿
叫
と

し
て
現
夫
的

な
課
趙
と
な

り
、
そ
の
中

核
と
な
る
土

地
改
良
、
逃
択
的
拡
大
、
主
痒
地
の
形

成
等
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
推
進
に
は

総
怠
に
基
つ
く
周
到
な
企
画
と
股
喜

研
先
実
践
旧
励
の
股
囲
が
恙
拐
で
あ
る
。

こ
の
時
に
当
り
、
町
内
の
熟
心
な
投

家
の
研
先
炎
馘
父
は
、
体
賦
を
公
開
し

互
に
研
究
し
合
う
場
を
作
る
と
と
も
に

そ
の
結
果
を
、
今
後
の
閲
係
甑
国
の
旧

励
に
反
昧
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
課

題
解
決
記
力
の
向
上
に
貸
す
る
。

①
'
完
表
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
な
く
、

相
且
妍
修
と
い
う
気
持
で
運
営

す
る
。

R
発
表
者
は
十
二
月
二
十
六
日
ま

で
に
産
莱
建
設
課
に
申
込
む
こ

と

⑤
助
―
―
-E

者
は
各
関
係
磯
関
よ
り
も

一
と
め
る
。

'
，

9

-

一
①
一
人
の
先
表
時
間
は
十
五
分
以
＿

-
I
A
J
と

す

令

—
®
一
人
当
り
五
分
咆
助
―
―
-
E及
び
一
、
方
針

一

翼

閲

を

行

う

農

業

経

営

の

方

向

が

面

産

果

樹

部

一
知
去
に
必
炭
な
貨
料
、
亥
は
一
門
の
拡
大
を
基
盤
と
し
た
近
代
化
犀

-

9

元

表

汀

℃

半

圃

す

る

。

設

と

艤

莱

槻

砿

の

装

圃

等

長

期

の

投

資
が
且
立
を
糾
合
貨
金
の
需
要
は
益

々
増
加
し
て
来
た
。
こ
れ
に
対
し
円

一
滑
な
貸
金
の
供
給
を
計
る
に
は
一
段

一
般
一
と
貯
金
の
増
強
ほ
ど
大
切
な
も
の
は

な
い
。
よ
っ
て
資
金
調
逹
に
つ
き
本

町
は
全
力
を
傾
注
し
投
莱
蛙
営
の
計

圃
化
と
計
圃
貯
蓄
の
拡
充
を
計
り
股

莱
資
金
の
自
賄
体
制
を
確
立
す
る
炭

が
あ
る
。

二
、
運
勁
の
名
祢

牒
業
近
代
化
推
進
げ
蓄
蓮
励

芸

貯

蓄

増

化

目

標

三、

0
0
0
万
円

四
、
運
動
の
集
め
方

印
推
進
体
制
の
監
備

l
肱
川
町
及
び
農
協
役
職
員
そ

の
他
協
力
団
体
を
も
っ
て
欄

成
す
る

ぇ
推
進
姿
員
会
の
整
備

回
外
部
活
勁
体
測
の
碓
立

l
協
力
罪
叫
体
別
推
進
会
説

ぇ
部
落
座
談
会
推
進
大
会

り
広
報
活
助

l

ポ
ス
タ
ー
、
広
報
単
に
よ
る

敏
蒙
宣
伝

直
点
的
に
推
進
す
る
貯
金
植
目

と
計
画

の

光
表
者
全
員
に
表
彰
状
並
に
記

念
晶
を
贈
呈
す
る
。

共

表
毎．

i

亥
者
は
十
名
3

予
定
、

．
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

旨
第
三
回
肱
川
町
農
林
莱

研
究
並
に
体
険
発
表
会
要
領

来
年
一
月
十
二
日
、
次
の
要
韻
で
発
表
会
を
開
一

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は

H
虚
の
研
先
や
体
諏
を
光
表
し
合
っ
て
一

皆
ん
な
で
仙
充
し
よ
う
と
す
心
出
3

で

あ

心

。

一

気
転
な
気
持
で
多
数
光
表
さ
れ
る
と
共
に
一
人

で
も
多
く
参
加
し
、
仙
先
さ
れ
る
よ
う
羞
ん
で
い

中
（
す
。

賃
氾
り
信
田
土
素
の
掴
直
計
凰

股
協
で
は
肱
川
町
の
協
力
を
得
て

貯
蓄
一
慮
円
達
成
を
目
媒
に
左
記
計

呻
に
よ
り
年
末
総
ざ
ら
え
連
助
を
展

開
中
で
す
。
各
位
の
御
協
力
を
御
麒

い
し
ま
す
。

貯
蓄
の
増
強
計
画

印

普

皿

貯

症

一

、

五

0
0
ガ
円

回

定

期

貯

金

一

、

0
0
0
J
j円

り

槙

立

貯

並

二

0
0
ガ
円

目
布
単
貯
金
二

0
0
~
円

倒

十

供

貯

金

一

0
0万
円

六
、
町
及
び
各
絋
国
体
の
協
力
串
唄

り
町
の
余
裕
血
の
設
協
頂
入
れ

回
町
の
職
員
給
与
の
巖
励
浪
症
販

替
支
払

り
誌
済
団
体
の
賦
員
給
与
そ
の
他

支
払
草
の
股
晶
姐
血
販
替
支
払

目
舜
済
団
伸
の
友
妻
貯
傘
寺
販
売

品
の
犬
引
貯
絋
の
央
庫

貸
付
充
実
計
画
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としトーパ位 た ス や 4くて かや つあは埋房でももいい気鉢ご央独 少初なし足 床か
-‘以酸！にと，へ煉 足 な た の とっ閉想は不な罪°うでのた情特 しめやい胤机ら
時 0上化セ三えー炭 にかな湿いて放なへ精いな 経も半つにの もにぐ゜器ツぁ
間‘ だ炭 ン時は蛾の よなの度う‘ 的 の や に ゜ 点 済非分の即暖 変でらこのにつ
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上のお共に植知かある0.)でそ叫叫質を良く吟［木しl切J‘°.J栽培地に合ったものを迩ふょうにして下さい。
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川（四〕

した頃か板切りの岐盛期で元切り0.)まく秋と首は 2u日筐い冬で 40日位いおき玉切りして阻困す 0o

但しシイカシはあまり涸当な本ではないか柏えか易台は大寒に元切りしウラ本三叫はど辺こして水引さし集かキリキリとまく位ぃ乾燥して玉切り

。こU)蜀酋幹を認かない様筐切ったウラ木ゃ梨出噂図上tてかけておさ玉切ると蔽へ入れて柏付け乾媒しすぎない様気を付ける

水分を生木 1U Uとして約8u皿ぃ乾いたとき玉切り伽ぇ 0 と艮い。
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